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１．研究計画の概要 
 インドネシアのスマトラは，その西方沖
の住んだトレンチにおいてインドプレート
が沈み込む巨大な海溝型地震が発生すると
同時に，内陸では全長 1000kmを超えるス
マトラ断層で大地震が頻繁に発生する．し
かし，同海溝におけるプレート沈み込み運
動や内陸での歪み蓄積過程は明確でない．
スマトラ北部でGPS観測と地電位探査を実
施し，これらの過程を明確にする． 
1）超巨大地震だった 2004 年スマトラ地震
における余効変動の解明 
現在も継続する余効変動の状況を明らかに
すると同時に，その余効すべりが進行する
プレート境界の深さを検討する． 
スマトラ断層における歪み蓄積過程の研究 
変形地形学から推定される年間 3cm ほどの
断層変位速度を実際の GPS観測から検出し，
断層における固着度，および断層での大地震
発生頻度を明らかにする． 
 
２．研究の進捗状況 
スマトラ北部において，2004 年スマトラ

沖地震の歪み回復過程とスマトラ断層の歪
み蓄積過程を解明するために，1)連続観測を
含む GPS 観測網を確立し，2)断層周辺での
比抵抗観測を行った．ともにスマトラではこ
れまで本格的な経験もなかった．たとえな，
電力供給が保証されない地域での連続観測
などかなりの工夫が必要だった．しかし．解
析に耐える観測が実現できた．これらの観測
の解析から同域における地殻変動と比抵抗
構造を明らかにし，2004 年スマトラ沖地震
の余効変動とスマトラ断層における歪み蓄
積過程と固着状況，同断層における地震発生

ポテンシャルを検討した． 
1)2004 年スマトラ沖地震の余効変動 
 地震発生から 5 年が経過するが，変動は緩
やかに減少しながらも，現在も最大で年間
10cm の南西方向への変位が観測される．地
震時に 2m をこえる変位が観測された観測域
の北部で大きく，南部では 5cm/yr に達しな
い．地震時に大きな滑りを示した断層セグメ
ントの周辺で大きな余効変動が生じている
ことを示す．滑りが生じる深さについては
2010 年度に検討を予定する． 
2)スマトラ断層における歪み蓄積過程と断層
固着の検討 
 スマトラ北部で，現在もっとも支配的な地
殻変動は 2004 年スマトラ沖地震の余効変動
であるが，スマトラ断層周辺ではせん断歪み
(4×10-7/yr)が検出された．詳細に検討すると
変形地形学から推定される断層の左ズレに
対応し，年間 1-2cm の断層滑りが推定された．
この地殻変動から断層滑りの深度は深さ
10km よりも浅いと推定される．比抵抗構造
でも断層の地殻浅部で対照的な構造を示し，
スマトラ断層は比抵抗構造にも影響を与え
ていると考えられる． 
3)スマトラ断層における地震発生ポテンシャ
ルの検討 
 推定された断層すべり速度と最近の地震
活動から，スマトラ断層北部では既に M6 ク
ラスの地震発生に十分な歪みが蓄積してい
ると推定される． 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展していると考える． 
なぜなら，アクセスの困難さや電力供給の

不安定などスマトラでの観測環境は極めて
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劣悪な条件でありながらも，観測を維持し，
基礎的なデータを取得したことは大きな成
果と考える．いかに困難かは地震後，継続し
た観測を実施する研究グループが国際的に
もないことからも明らかである， 
また本研究を通して，インドネシアの現地

で連続観測や臨時観測を自分たちで実施で
きるような人材が育ってきたことも今後の
海外学術調査で大きな力になると考える．あ
とはこの成果をきちんとした論文にまとめ
ることが大切である． 
 
４． 今後の研究の推進方策 

 現在も年間 10cm ほどの余効変動が続き，
一部の観測点ではまだ 1年間のデータ取得し
かなく，最終年度の今年も観測を実施する．
得た結果から次を検討する． 
1) プレート境界での地震時と地震後の最大

滑り深度の解明 
2004年スマトラ地震が 3つほどのセグメン

トに別れることはすでに明確になっている．
しかし，どの深さで大きな滑りが生じたかは
明らかでない．また，地震時と地震後の滑り
が同じ領域で発生しているかも明確でない．
地震後も観測を継続する本研究しか解明で
きない課題ゆえにその責務があると考える． 
2) スマトラ断層での歪み蓄積過程と断層す

べり速度の解明 
 これまでの成果からスマトラ断層では年
間 1cmを超える断層滑りが生じていると考え
られる．その滑りの様子をより詳細に明らか
にして，同断層における大地震発生ポテンシ
ャルについて解明する． 
3) 現地の研究者の養成 
 観測が実施できるまで育ったスマトラの
研究者を独自で研究に取り組めるまで養成
すれば，共同研究も新たな段階を迎える． 
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〔その他〕 
 スマトラで観測する場合，観測終了後に現
地のシアクラ大学の応用物理学講座におい
て学生を対象とし，本研究の目的と背景，成
果に関する講義を毎回実施する． 

http://www.seis.nagoya-u.ac.jp/kimata/ref/sumatra_report_IV_kimata1.pdf�
http://www.seis.nagoya-u.ac.jp/kimata/ref/sumatra_report_IV_kimata1.pdf�
http://www.seis.nagoya-u.ac.jp/kimata/ref/sumatra_report_IV_ito.pdf�
http://www.seis.nagoya-u.ac.jp/kimata/ref/sumatra_report_IV_ito.pdf�
http://www.seis.nagoya-u.ac.jp/kimata/ref/sumatra_report_IV_ito.pdf�
http://www.seis.nagoya-u.ac.jp/kimata/ref/sumatra_report_IV_ito.pdf�

